
介護労働安定センターが行ってきた主な見直し等

１ 組織のスリム化

①職員数（常勤、非常勤、本部、支部）

【平成２１年度（10月1日）→平成２６年度（10月1日）】 ４１７人→２８９人
②理事長・監事を公募し、平成２２年７月より役員全員民間化

③国家公務員OB数【平成２１年度（10月1日）→平成２６年度（10月1日）】 ８６人→ １２人

２ 賃借料の削減

本部・支部の移転を実施【平成２１年度２月～平成２２年度６月】
賃借料 移転前４．０億円→移転後１．５億円

３ 財政支出の削減

交付金予算の削減【平成２１年度→平成２６年度】 ３０．５億円→１７．６億円

４ その他

①介護雇用管理制度等導入奨励金の廃止【平成２３年度】

②介護雇用管理助成金の廃止【平成２４年度】
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